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1。第7回研究発表会のプログラムと会場案内

第7回研究発表会の最終プログラムが決定しました。本年度の年会テーマは「制度・シス

テムの疲労・劣化によるりスクとその社会的管理」です。特別講演、テーマ企画セッション

などを用意しています。また、年会テーマに関連した各種のりスクに関する情報の取扱い、

リスク・コミニニケーションに関する具体的な研究や事例の報告が行われます。

また、学会の運営や規約の改正などに対する会員の意見交換や交流の場として、総,会の時

間を懇親会の前に設けました。会員や役員との意見の交換・交流の最大の機会として積極的

なご参加を期待しています。

(D 日時:1994年H月24日(木) 9:50 - 16:5Q H 月25日(金) 10:00 - 16:50

(2)会場:東京海上火災保険株式会社本社ピル新館15階会議室

(東京都千代田区丸の内1-2-1 電話03-3285-171D

(3)参加費:4,000円(会員)、 5、000円(一般)(講演論文集代を含む)
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日本りスク研究学会第7回研究発表会

会場ご案内図

緊急逹絡先

会

しよりの駅

場 凍京都千代田区丸の内一丁目2暑1号
集京梅上ビルディング新餓15賊会蹟室

jR束京駅(九の内北口)

,・1・,'
昆宮三田線 大手町騏

九ノ内捻 東京駅

千代川諏 二凱隅脳以

火予町駅禦酋報

TEL 03一詑85-1711 (安全技術サーピス託呼出)
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第 1日目 a 1月24日(木))

9:50 開会挨拶(会長、池田三郎)

一般セッション 1 『りスクの認知と管理、他』10:00

①雲仙普賢岳噴火後4年問における被災住民の意識変化

0広瀬弘忠(東京女子大学)・・ ...

②りスク染団のダイナミズム:カタストロフィー

高尾厚(神戸大学経営学研究科)

0李泗浩(神戸大学経営学研究科)・

③事故データベースによる台風被害分析

岡田英毅(東京海上火災保険(株))、

上田三夫(束京海上火災保険(株))、

0矢代晴実(東京海上火災保険(株))・

④不完全情報と生命保険市場:モデル分析

酒井泰弘(筑波大学社会科学系)、

0青葉暢子(白脇女子短期大学)・・・

2

12:00

13:20

昼休み(理事会を開催します)

特別講演

14:40

M:50

休憩(10分)

企画セッション 1「1剖度・システムに潜在するりスクとその発見及ぴ管理』

①地域における環境研究体制の検討
0高山進(三重大学教育学部) ..

②多様化する汚染源・利用形態に対応した水域管理のありかた

0佐久問美明(三重大学生物資源学部)

③廃棄物処理システムに潜在するりスクの評価

0柴英隆(京都大学大学院),

森澤眞輔(京都大学工学部),

井上頼輝(京都大学工学部)・ ..

総会(95年ハワイ日米合同学会、会則の改正案、その他)

懇親会

『地球規模のりスク増大とそれへの対応」

講師:加藤三郎(環境・文明研究所長)・

゛
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第2日目(11月25日(金))

10:00 一般セッション 2 『りスク・コミュニケーションのあり方』

①環境りスク評価・りスクコミニニケーション支援のための共有・再利用
可能な知識ベース

0前田恭伸(静岡大学工学部)、

池田三郎(筑波大学社会工学系)・・・ ・ 40

②環境りスクの対策をめぐる紛争め解決過程
0村山武彦(福島大学行政社会学部)・・ ・ 46

③発ガンのりスク(デトリメント)評価法とその不確かさ

0甲斐倫明(東京大学医学部)、

草問朋子(東京大学医学部)・・・・・ ・ 51

④汚染土壌浄化に関する意思決定プロセス:介入レベルの決定
0保田浩志(放射線医学総合研究所)・・ ・ 55

12:00 昼休み

13:00 企画セッション 2

r製造物責任とりスク」および「りスク感性訓練の社会的教育システム」

①製造物責任りスクの評価と警告表示について
0福田隆(日産火災海上保険鵬)・・・ ・ 61

②化学品のりスタコミュニケーションにおける「表示」の役割
0関沢純(国立衛生試験所)、大島抑夫(化学品安全管理研究所)
武井玲子(ライオン(株))、河岸園子(昭和女子大学)・・・. ・ 67

③りスウ下における意思決定のバイアスと教育によるその変更可能性
0竹村和久(筑波大学社会工学系)・・・ ・ 73

ι

14:40 一般セッション 3 「りスク・コミニニケーション、認知、評価、他』
①海外旅行保険の加入意思に及ぽすりスク認知の影響

0楠見孝(東京工業大学工学部),

小林弘典(三井海上火災保険(株))・・ ・ 79

②水道水における量一反応関係についてのりスク認知
0中谷内一也(静岡県立大学短期大学部) ・ 85

③副作用表現がりスク認知に及ぽす影響
0吉川肇子(京都学園大学法学部)、

菅原康二(園田学園女子大学文学部)

岡本真一郎(愛知学院大学文学部)・・ ・ 91

④家庭用品中の化学物質のりスクに関する意識調査
0内山巖雄(国立公衆衛生院)

平野互(帝京大学医学部)・ .. ..

16:40 閉会の挨拶(副会長、広瀬弘忠)

0印は発表者を意味する。また、 1件の発表時間は30分(講演20分、質疑10分)である。

・ 95



2。事務局だより

2.195年ハワイ日米合同研究発表会ヘの予備登録

いますぐ、 95年ハワイ大会に予備登録を

19 9 5年度の日本りスク学会年次研究会はハワイにて開僻

これまで、ニューズレターでお知らせしましたように、】9為5年度のHポリスク研究

学会年次研究発成会は 12月にハワイにて開憾するこ上にな"、最終のうめを Socicw

for Risk AnalysiS の 1 9 9 4 11'.のボルチモアでの功!事会にて決定いたします'。

H 本同内では、開催しないので、 5 0 名規挾の H本からの山席者を募うていま式'.織山図

立公衆衛生院院長を央行委員長とする実行枩員会では、 Uポ側からのセッションのオーガ

ナイザーを指名するセッションとして、次の 5 つを S R <に示しています。この企画セヅ

ション以外にも 3 H閻に 6つの詩尿で向時に論文発爽がなされるほか、ポスターセッシ Z

ンもあります。

会貝でなくても、若1^削増の登録料が必蟇ですが、 1年間の会貝に準じたサービスを受

けられますので、この際SRA非会貝の方も是非御出席ト'さい。なお、Π本人参加名向け

のポスターセッション会場も準備した.ヒで、 H本人参力小斉の論文を収1艮する英文プロシー

ディングもH本国内で事後に編集する予定ですので、論文の投桃場所をさがしていら・,し

やるノjも、この特典に沌R してドさい,もちろん、会場内では S R <の・・般セッションも

1又別なく同時に開催されていますので、世界の第・線の研窕の成巣を身近に知ることがで

:きます。日本人専削の登録及び相淡のデスクも設けますので、企業やU治休の閲係者も参

加しゃすい.1:犬をいたします。現在のところ、成川経「11のグループ・ツァーを組む予定で

すが、マウイかオアフかで袈干の莱があろものの、 8 万~9 万円程度の飛行機代と 3 拍~

4 泊(1 泊 1 級ホテルダブル 12 0 ド.ル起度の学会将別価嬢)の宿抑質をア定していま

す,関丙方加(関衣売着)は希望者の数次第ですので、是非早い目に意思表示を願います,

n本側でオーガナイザーを提案しているセッションとその内容は次のとおりです..もし

他にも御提案があれぱ、是兆爽行委員の幌岡(SR<理事)までできるだけ〒.く、御拠示

下さい。

① Pcrceived Rlsks of Nucle之「 POWこn us. ptanco and 」aP8n comparis0山

9墜竺些墜

H. Hlrosc g0寄O womao'. n心tlao u01,.)& P. SI0喨C {D伽なma RC3閧「ch}

艶世坐

R. Kleltlh邸Seurlk (wash血gton statこ Univ.)

G. R邸a NasMΠ部OD S仏t6 UNV.)

T.1Shlzuka (ne National cC口ter for uniY. Entranco Examln8Uon)

S. Tsuchlda (M己Uiunlv.)

D1工C仙覧aDt

゛

K snユi山(U旦iv. orHawaii)

質問紙餌崟の結果を則いて口米欧の市民の原子ノJに対するりスク・パーセプションを比

較・評価する。

十
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② Health Risk Analysis Based on Monltodng

(or8肌izer ; 1. udliyama)

仙康りスクの分析と評価をおこなうにあたわ、俳*論的な研窕の東要枇は冨うまでもな

いが、他方で実測に基づく評価は、衍頼".の高い.敬忠決定をおこなう上で欠かせない,.と

(に"ポのりスク・マネージメントはモ.ニタリングを允'熊させることにより、'丸泌1偵でお

のずと語らせる方法をとっていることから、アメリカの例戯終論モデルを用いたアゾUーナ

と対照的である'.その比較考証まで論じる二とができれぱ、.上片が活かされよう U

③ Roundt北le : Envlronmental policy tor Reduclng Hum知 Ri5k in Ja山n

(or8ani2er ; S.1keda)

Pane】ists ; S. Mshiok3 (Natlona11nstltute of Envlromれentnl studies, Japan)

M. Tanaka (NatioMnnstitute of public He.1t11, Ja円n)

Dr. North (US Monsanto)

to be detemlned

n本における健康りスクをへらず政禦の科学的根拠、調翫、行政過松、その成巣なNに

ういてパネル討滅をおこなう。

④ Llfe cyde A鵠essmentfor produd safety and Envlronmen仇I Rlsk Reducuon

(or呂且ni2e鵜; J. sdζ12会Wa (Natlona11nstltute of public Health, J3Pan)

0. N址【給Ugi(Natiot造Hnstitute of Environmcntヨ1 Studies, JaPヨn)

SP飴ke貼; to be determined

⑤ Postersessi0閑: H 本からの参加者が気桃に参加できるように、・つのコーナーもし

くは部風(迎路)を設けるようにいたします,2 0 編梶度ほしいと.思ってぃますので、足

非御参加下さい。

回答名氏名 扱話番号

回答名所属 FAχ番号

機関住所 郵便番号

◎ SRA J010t Meeu0ι(9 5年12月ハワイ予定)に参加のご意向

()参加tるが発麦はしないつもりである

() SRAの一般セッションに英文で発麦

()日本支郎との企西セッション(3~4セッション)に英文で発麦
()ポスターセッション(英文)に掲示

上記に0をつけ、胆目を記入.未定の場合もトピックスかキーワードを記入

◎旅行の方法

()グループ嫁行が企西されれぱ、猪泊を合めて参加tる

()佃人で旅行日程を組みか加ナろ
.

()参加の予定はない.

返送先:嘘岡通數授

5

(〒565 吹m市山田丘2-1 大阪火学工学郎凍挽工学1り
F肱 HO.:06一訂1-1497



2.2 SRAニニース

1994年 S RA A即Ual

の Pr0宮ram の概要

駕'orkshop A

訊'orbhop B

Workshop c

圦'orkshop D

訣'orkshop E

,

^.^
KO0ι←5 PMC0Ⅱ口Cn 31tcting

Depar61:30 PMBa11imore city Tour

4-7 PMRtgistr乳tion

5-7PM隅'clcomc ReC如tion

BoardS 6:30 PMDi閲ercNisen'our

Meeti立宮

9AM-5PM

9AM-5PM

9AM-5PM

9AM-1PM

9AM-5PM

^'^
C0寵ee wiⅡ be served in the exhibit area tach day at
10:00-】0:30AM and6'om3:00-3:30 PM 伽Chdayex・

Cept wednesday.

Luncheons wi11 仏ke place each day in the ba11room
丘om Noorl-1:30 PM.

δOcieo,jbrkisk隆πa4S太

A1111ιιαIC01リヒreπCeα11d1Ξ:、posiガ0π

βα1ガ"10re,ル1aり,1and

1:30.3 PM

1:30-3 PM

1:30-3 PM

X是W 八1母mbtr Brtヨkf魯5t

Re容istr乳tion

Exhibits

A2 Bi伽V祉lability From soiland
Gtoundwaler

S2 DivctEent Rj5k pcrcepti016and
Eva1山lions ofYucca Moun仏in

S4 TheDelatlcycla山e:1妬Virtues.
Its vices. and Alte訂皿tives

S7 Probabi】isticAPPToachestoEn・
Viror抑如捻I Hca1小 Risk A11aw・
Sis.Db壮1、utions ofconwT血lan6

丑nd lmplications lbr Exposure
A部essmcnl

SIO Holistic Nsk Assessmcnt: An

Elner容ing S伽tegy fbr Environ・
mcn仏I Decisi0伽

Fユ SiteEva1山tion: cencriC 15Sues

1:30-3 PM

8:30-10 AM

,

1:30-3 PM

^.^
10:30AM-Noon AI Tech口icalFinding"inEC010冬ical

Risk Assessment

1030 A入卜12:15 PM Bl ne perccplion ofRisk: New ln・
Si容ht

10:30AM-Noon cl RiskMana容CmcntandDecision
Making

10:30AM-Noon S6 ProbalisticAPPToachestoEnvi.
ronmcntal Hcalth Risk Ana1γSis
- V晶dability and uncer仏inty

10:30AM-Noon 霊I studcntpapC鵬一Awatds

10:30AM-Noon FI Riskchコ10ctcdzalion.partl

^'^

1:30-3 PM

Plcn旦ry sesslon: Risk5 Alon呈 the
RegU1窒tory SⅡPEr Hi宮hWヨy;ι」'""
Gold所0". USεP河

3:30-5 PM

フ:30 AM

3A入14 PM

NM11-6 PM

^.^

3:30.6:30 PM

Vre山11inaryprogram

Decenlher4一乙 1夕94

10altRegeπgatがle1πnerH'ar力or

SI 'EthicS 田ld value Jud容emcnts ln
王nvironm如仏! Risk Decision

Making

S3 US EPANskc01111nunication
Research Roundtable - part l

CommU訂icating About scien・
t所C U訂Ccrtainty a訂d part 2 De.
6nin容 PrヨCtion町 NNds

S5 Ge0冬raphicalDimensi0160f
Risk At口lysis and Mヨnagemcnt

S8 ProbabilisticAPPToaches to En.
Vironmcn捻I Health Risk Anal"
Sis - Applications and case
Sωdics

エユ Risk A"急lysis for public p011Cy
Dccision5

S11 Dctcrmi"ation. communicati0η,

and value ofunce"ainty Analy・
Sis in Environmental Mana容C・
mcnt

CユR邸加^1白n加t

S16 Probabilistic Apploaches to En-
V註口nme訂仏IHealth Nsk

Am1γSis - par11

E3 Nska11d Decision Mヨking

F3 NskR抑king

^.^
10:30AM-N卯n B2 1ntcrventionS如tegies: ncls.

Sues and ne playe作一partl

10BOAM-NNn C3 Q岬nti仏tNeAnaly5isofuncer・
仏inty in Englnecred syste訂15

10:30 AM-NMn S17 PtobabilisticApproachestoE訂・
Vironmen仏I H如lth Nsk Analy-
Sis - parι 2

10BOAM-NNn S20 DioxinRiskAssessme訂6: char・

actedzi"g thc u"ce巾i訂ties

10:30AM-Noon F4 RiskcharきCte6松tion -patt2

8:30-10 AM

&30-10AM

3:30.5 PM

3:30-5:30 PM

3:30-5 PM

念:30-10 AM

8:30-10AM

^

J

3:30-5 PM

^.^

3:30-5 PM

Prt・10W証八ltttin宮

Insomniac Tour

ChヨPtcrS 乳nd stctlo0工 Brt含kfヨSt

Rt武Istrヨtion

鷲Xhibils

Intcrn急tionきIAtt.ndtt Brtヨkf窒St

R.名Istr乳tl0五

Exhibi導

S13 RJsk Assessm如tin A即〒Cultute1:30-5 PM

ヨnd FMdsafヒW-par岱3&4

B3 血tervenlionstrate容ics: nels・1:30-3 PM

Sues and the playe診一 part 2

C4 Da捻andExpeds1:30-3 PM

S18 Probabilistic Appr0きChes to En・1;30-3 PM
Vifonmen仇I Health Rjsk Analy・
Sis - pad 3

E4 D浦CR"亦)n質Nlalysk1:30・3 PM

S22 NCW Devclopmcnts i口橇'ildliル1:30・5 PM

Food web Exposurc Modcling-
Parts l&2

^'^
3:30-5:30 PM

CounC11 入Icctln曾
H:30 AM-Noon

1:30-3 PM

1:30、3 PM

^'^

,

8:30-10 AM

1:30-3 PM

1:30-3 PM

^'^

8:30-10AM

&30-10AM

1

^゛^

5PM

DcpartS 7PM

Sn Risk Assessmaltln A冬ticultU忙
抑d FΦd safcw - parts l&2

SN or容丑n{zalional pcrspectives on
Risk communication and p011U・
Iion pfc、,cntion

1:30-3 PM

&30-10AM

&30,10,AM

8:30-10 AM

8:30-Noon

A3 FoodsafヒW

B5 1Ssues ofTNst釦d public RC1ト
ance on Nsk c0加nU訂ication
C11almels

C5 RCR、arldsupc「61nd

DI E写^口でFromoX均菖r汝Hα玉寓罫

S23 DctmalExposure
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2.3 リスク関述の学会・会議のお知らせ

昌司イ峯老春力口E戸含△み、4)征Ⅱ銃ミブ勺

来る 12月12、 13日の両日、件幻大気汚染研究協会の主催で下記の要領で国

際シンポジウムが開催されます。大気中の未規制有害化学物質に焦点をあて九興味あ

るシンポジウムです。日本りスク研究学会も共催として参加しておりますので、会員

の皆様には'、るって御参加下さい。

参加費、要旨集は無料、 1日目終了後懇親会を予定しています。参加申込みは、添

能族決額嫉醐する鵬シンポジ払

付の申込用紙を御利用になり、下記事務局に 11月30日(フK)までに掃送り下さい0

1.日

2.場

:1 9 9 4年1 2月1 2日(月)、 1 3日(火)

東京都庁第一本庁舎大会議場(5階)

新宿区西新宿2-8- 1(J R新宿駅西口下車徒歩12分、ま九は西

口よりシャトルパス第1本庁舎前下車)

社団法人大気汚染研究協会

:環境庁,東京都,(ネ士)環境科学会,日本りスク研究学会,環境化学研究会

:英語および日本語(同時通訳使用)

3.主催

4.共催

5.立>ヨ弌言吾

12月12白(月)(1日目)

8:45~ 9:30:受け付け

9:30~10:00:開会式

セッシ"ン 1.基調講演

10:00~10:50:「O E C D各国における有害大気汚染物質対策ヘの取り組み」

演者: Mr. peter wiederkehr(OECD)

座長:鈴木継美(国立環境研究所)

ノ

コk 三フ'ロ'ク゛ラ /、コk コkコk

10:50~H :00:休憩

セッションⅡ.カントリーレポート

11:00~11:40:「アメリカにおける有害大気汚染物質対策の現状と課題」
'

演者: Dr. chon R. shoaf(U. S. EPA)

H:50~12:30:「オランダにおける有害大気汚染物質対策の現状と課題」

演者: Mr. J. A. Herremans (Netherlands)

12:30~13:30:昼食・休憩

13:30~M:10:「ドイッにおける有害大気汚染物質対策の現状と課題」

演者: Dr. Horst Mierheim (Germany)

14:10~14:50:「日本における有害大気汚染物質対策の現状と課題」

演者:柳下正治(環境庁大気保全局大気規佑lj課長)

14:50~ 15:00:休憩

η

時
所

,
゛



15:00~15:30:「東京都における有害大気汚染物質対策の現状と課題」

演者:細野庄三(東京都環境管理部計画担当課長)

15:30~16:00:「大阪府における有害大気汚染物質対策の現状と課題」
演者:安良哲夫(大阪府環境局大気課長)

16:00~16:15:休憩

セッションⅢ.パネルディ

16:15~18:00:

18:15~20:00:懇親会(都庁内)

1 2月1 3日(火)( 2日目)

スカッシ,ン「有害大気汚染物質対策推進に係わる諸問題」

座長:松下秀鶴(静岡県立大学)

八木美雄(環境庁大気保全局)

セッション 1.

9:00~10:45

「有害大気汚染物質の計測、モニタリング手法」
座長:森田昌敏(国立環境研究所)

「アメリカにおける揮発性物質と有害大気汚染物質の

モニタリング」

演者: Mr. Nash Gerald (U. S. EPA)

「大気中の揮発性物質の分析法」

演者:鈴木茂(川崎市公害研究所)

「空気中の発がん関連物質のモニタリング手法」

演者:田辺潔(国立環境研究所)

「大気粉塵中の微量金属の分析法」

演者:田中茂(慶応大学)

10:45~10:55 休憩

セッションⅡ.「有害大気汚染物質の排出実態と汚染レベル」

座長:坂本和彦(埼玉大学)

10:55~12:40 「東京都における有害化学物質の環境調査」
演者:泉川碩雄(東京都環境科学研究所)

「アメリカにおける有害大気汚染物質に係わるインヴェントリー」

演者: Mr. WH Ham T. Harnett (U. S. EPA)

「自動車から排出される有害大気汚染物質」

演者:宮嵜拓郎(環境庁大気保全局自動車環境対策
第二課長)

12:40~13:ι0:昼食・休憩

セッションⅢ.「有害大気汚染物質に対するりスク評価」

座長:林裕造(国立衛生試験所)

13:40~15:45 「化学物質のりスクァセスメントの考え方」
演者:横山榮二(国立公衆衛生院)

「用量一反応アセスメントとその問題点」

演者: Dr. ch飢 R. shoaf(U. S. EPA)

「暴露アセスメントとその問題点」

演者:柳沢幸雄((財)地球環境産業技術研究機構)

9
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15:45~16:00:休憩

セッションⅣ.「有害大気汚染物質の排出低減技術」

座長:中杉修身(国立環境研究所)

16:00~17:25 「有害化学物質の排出低減技術」

演者:平岡正勝((財)大阪科学技術センター地球環境
システムエ学研究所)

「化学物質排出抑制一化学工業会の取り組みを中心として」

演者:星川欣孝((社)日本化学工業協会)

「ドイッにおける排出規制プログラム」

演者: Dr. Horst Mierhe1肌(Germany)

17:25~17:40:シンポジウムの総括:常俊義三(宮崎医科大学)

17:40~17:50:閉会式:松下秀鶴(静岡県立大学)

**参加申込み方法:参加希望の方は、下記参加申込み用紙に必要事項をご記入の
上、 11月30日(7k)までに郵便ま九はFAXで下記までお知らせ下さい0 なお、会場

「りスクマネージメントの考え方」

演者:池田三郎(筑波大学)

「りスク評価とオランダの排出規伽U

演者: Mr. J. A. HerreMns (Netherlands)

は前方中央に演者、座長等が円卓を囲み、その周囲に討論参加者席(約100席)、
一般聴衆席(約200席)を設けます。一般聴衆席からも質問は可能ですが、積極

的に質疑、討論に加わることをご希望の方は、その旨を書いてお早めに登録申込み
をして下さい。席は場合によってはご希望に添えないこともありますので御了承下

さい。交通、宿泊の斡旋は致しませんので、各自お手配下さい0

**申込み送付先:〒108 港区白金台 4 - 6 - 1

国立公衆衛生院労働衛生学部内

国際シンポジウム事務局内山巌雄

T肌(03) 3441-71H、 FAX (03) 3446-6638

71肋ナ

所

畔ヨ三△み、上司糸氏

属 TEL

参加希望日

12日

(月)

13日

(火)

討論参加者席希望

12日

(月)

FAX

13日

(火)

9
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参加・不参加
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}第4回ケミカル・セイフティ.フォーラムミ
{「化学物質安全性情報の収集と提供にっいて」ミ
}一外国における情報収集と提供および情報ネットワークの構築に向けて一 1^^^^^^^^^^^^^^^^、^^^^^^^^^^^^、

主催:国立衛生試験所化学物質情報部

共催:厚生省大臣官房国際課/厚生省生活衛生局生活化学安全対策室

〔日時] 1994年(平成6年)12月9日(金) 13:00~17:00
〔場所]ホテルフロラシオン青山(東京都港区南青山4-17-58)

Tel:03-3403-1541

13:00~17:00 (受付開始 12:3の

開会挨拶厚生省国立衛生試験所所長内山充
挨拶厚生省大臣官房国際課課長酒井英幸

講演 座長内藤裕史(筑波大学臨床医学系)

第 1部「外国における化学物質の安全性情報の収集と提供」
1・カナダにおける化学物質の安全性情報提供のしくみ

Dr. M. BarH (CSST.カナダ)

2・英国BIBRAにおける化学物質の安全性の情報収集と評価
Dr. P. Brantom (BIBRA.英国)

第2部「化学物質安全性情報の提供にっいて」
1.最近の化学物質の安全対策にっいて

長野健一(厚生省生活化学安全対策室長)
2.情報ネットワークの構築にっいて

【講演会】

10
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【懇親会】

参加費
定員

申込み

17:30~19:30

挨拶・乾杯国立衛生試験所副所長

講演会、懇親会共に無料

150名0 先着順0 定員になり次第締め切らせていただきます。
次の事項を明記の上、 FAXまたは往復はがきでお申し込み下さい整理の都A
上、 1 枚にっき 1 名様づっお申し込み下さい。

必要事項

申込み先: 〒 158

かまたはくΣ1亀.

(国立衛生試験所化学物質情報部長)神t召一眞

所属と住所、氏名、電話番号、 FAX番号、
ムおよ ひ

東京都世田谷区上用賀1-18-1 国立衛生試験所化学物質情報部
T肌:03-3700-HU 山本都(内線337)または大竹千代子(内線45り
FAX:03-5717ーフ180

^

寺尾允男

かを明記。

のみ

.
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PSA' 95:

確率論的安全評価の方法論と応用に関する国際会議

An 1旦 te r旦a t i o na l co nf e ren ce on pr o bab ili st i c s a f e ty Ass esS血en t (PSA)
Method010宮y aⅡd ADP H cations

日時:

場所:

主催:

1995年H月26~30日

ソウノレ、韓国

韓国原子力研究所(KA肌D、日本原子力研究所UA駅D 、米国原子力学会(ANS)

会議主旨:

巨大技術システム(原子力発電プラントなど)の安全確保方策の検討において確率1冊的安全評
価(PSA)はますます重要な役割を果たしている。本会議は、原子力分野における最近の手法開
発およびその応用にっいて広く討議tるとともに、環境問題や他の産業分野ヘの応用、りス匁
ミ.ニケーショソなど社会科学的問題にっいても検討していこうと企画されたものでt0 今回で5回目
となる国際会議に、工学分野だけでなく、本学会会員のyスク問題ヘの新たな視点からの寄与を
船願いいたします。

トピックス:

. PSA Me thods and A叩 H ca tio ns

. E即ert opinion 引icitation

. External Events Analysis

. CANDU Reactor psA

・ Adv a 口C ed Re ac t or psA

. PSA and NPP Des i8n/'0&M

. ReH Demen t of psA Techn0108y

. Environ皿ental A叩lication

・ 1ndustrial A叩lication

. Human Factors

・ software ReliabHity

. structural Re11abiHW

. consequence Assessment

PSA'95

・ Risk c0Ⅲ皿Unication

. PSA for Dec lslon/POH W Mak i能

・ MaM8erial Factors in psA

. uncertainty/sensitiviw/10"rtをnce Analysis

・ public ACC即taDce

・ Risk-based R能UlatioD

・ or8anlzational Factors

. safew cultures

・ 1nternational cooperati0旦

・ A名 in8 0f syste皿S 3nd c0叩o nen ts

・ severe Accideot Analysis

. Accident Mana8eme口t

・ other Related Topics

スケジニーノレ:

国内問合せ先:
阿部清治(フ゜"グラム委員会副委員長)
リスク評価解析室、日本原子力研究所

〒319-n 茨城県那珂郡東海村白方白根2-4
Fax.:0292-82-6147Te l.:0292-8之;5815

谷口武俊(本学会代表)叉は

工都キ、ーシステムグループ、経済社会研究所、(財)電力中央研究所
〒100 東京都千代田区大手町1-6-1(大手町ピルフ階)
Tel.:03-3201-660 I Fax.:03-3287-2805

論文サマリー(5007ード)締め切り

論文受理通知

本論文締め切り

1995年4月1日

1995年6月15日

1995年9月30日
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